
連続して通行する甲インターチェンジと乙インターチェンジの間に、区間料金制区間、
西湘バイパス、東富士五湖道路、小田原厚木道路又は西富士道路を含む場合。

第一東海自動車道と中央自動車道富士吉田線を、第一東海自動車道の東京インターチェ
ンジと中央自動車道富士吉田線の八王子インターチェンジを経由して通行する場合。

第一東海自動車道と近畿自動車道名古屋亀山線を、第一東海自動車道の小牧インター
チェンジ及び近畿自動車道名古屋亀山線の楠ジャンクションを経由して通行する場合
（別に定める日から適用する。）。

中央自動車道西宮線と近畿自動車道名古屋亀山線を、中央自動車道西宮線の一宮イン
ターチェンジ及び近畿自動車道名古屋亀山線の清洲ジャンクションを経由して通行する
場合（別に定める日から適用する。）。

中央自動車道富士吉田線と東日本高速道路株式会社が管理する高速自動車国道東北縦貫
自動車道弘前線（以下「東北縦貫自動車道弘前線」という。）を、中央自動車道富士吉田
線の八王子インターチェンジと東日本高速道路株式会社が管理する東北縦貫自動車道弘
前線の川口ジャンクションを経由して通行する場合。

中央自動車道富士吉田線と東日本高速道路株式会社が管理する高速自動車国道関越自動
車道新潟線（以下「関越自動車道新潟線」という。）を、中央自動車道富士吉田線の八王
子インターチェンジと東日本高速道路株式会社が管理する関越自動車道新潟線の練馬イ
ンターチェンジを経由して通行する場合。

中央自動車道富士吉田線と東日本高速道路株式会社が管理する高速自動車国道常磐自動
車道（以下「常磐自動車道」という。）を、中央自動車道富士吉田線の八王子インターチェ
ンジと東日本高速道路株式会社が管理する常磐自動車道の三郷インターチェンジを経由
して通行する場合。

中央自動車道富士吉田線と東日本高速道路株式会社が管理する高速自動車国道東関東自
動車道水戸線（以下「東関東自動車道水戸線」という。）を、中央自動車道富士吉田線の
八王子インターチェンジと東日本高速道路株式会社が管理する東関東自動車道水戸線の
湾岸市川インターチェンジを経由して通行する場合。

中央自動車道富士吉田線と東日本高速道路株式会社が管理する一般国道14号（京葉道路）
（以下「京葉道路」という。）を、中央自動車道富士吉田線の八王子インターチェンジと、
東日本高速道路株式会社が管理する京葉道路の幕張インターチェンジ又は武石インター
チェンジを経由して通行する場合。
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ロ）昼間
午前０時から午前６時までの間を除く時間帯及び午後10時から翌午前０時までの間を
除く時間帯に通行する場合における甲インターチェンジと乙インターチェンジの間（対
距離制区間の一部に大都市近郊区間を含むものとする。）の本割引適用後の料金の額は、
下記の計算式Ａ及びＢによりそれぞれ算出した額のうち低い額とする。ただし、下記の
計算式Ａ及びＢによりそれぞれ算出した額のうちいずれか低い額が、イ）を適用したと
きの算出額を下回る場合には、当該算出額と同額とする。
Ａ （ａ×（（ＬＲ＋ＬÐ１ＲÐ１）×0•5＋ＬÐ２ＲÐ２×0•7）＋75）×ｔ＋Ｐ×0•5＋ＰÐ×0•7

※ただし、上記式において、（ａ×（（ＬＲ＋ＬÐ１ＲÐ１）×0•5＋ＬÐ２ＲÐ２×0•7）＋75）
×ｔ、Ｐ×0•5又はＰÐ×0•7の別に50円未満の端数が生じる場合には、24捨25入によ
り、50円単位の端数処理を行うこととする。

Ｂ ａÐＬÐ２ＲÐ２×0•7×ｔ＋1000＋ＰÐ×0•7

※ただし、上記式において、ａÐＬÐ２ＲÐ２×0•7×ｔ又はＰÐ×0•7の別に50円未満の端数
が生じる場合には、24捨25入により、50円単位の端数処理を行うこととする。

~ 上記式においてａ、ａÐ、Ｌ、ＬÐ１、ＬÐ２、Ｐ、ＰÐ、Ｒ、ＲÐ１、ＲÐ２及びｔは、
それぞれ次の数値を表すものとする。
ａ ：対距離制区間のキロ程が100キロメートル以下の場合は１。対距離制区間の

キロ程が100キロメートルを超える場合は25を対距離制区間のキロ程（単位：
キロメートル）で除し、0•75を加算した値。

ａÐ ：大都市近郊区間のキロ程が100キロメートル以下の場合は１。大都市近郊区
間のキロ程が100キロメートルを超える場合は、25を大都市近郊区間のキロ
程（単位：キロメートル）で除し、0•75を加算した値。

Ｌ ：普通区間のキロ程（単位：キロメートル）
ＬÐ１：恵那山特別区間又は飛騨特別区間のキロ程（単位：キロメートル）
ＬÐ２：大都市近郊区間のキロ程（単位：キロメートル）
Ｐ ：別添６のうちＡに掲げる高速道路の料金の額（単位：円）
ＰÐ ：別添６のうちＢ又はＣに掲げる高速道路の料金の額（単位：円）
Ｒ ：普通区間の１キロメートル当たりの料金の額（単位：円）
ＲÐ１：恵那山特別区間又は飛騨特別区間の１キロメートル当たりの料金の額（単

位：円）
ＲÐ２：大都市近郊区間の１キロメートル当たりの料金の額（単位：円）
ｔ ：1•05（消費税及び地方消費税の転嫁）

ß 普通区間等の料金を合算する特例
次表に掲げる場合（二以上の場合に該当し得るときを含む。）におけるそれぞれの通行に
係る本割引適用後の料金の額（下記Ａ又はＢに限る。）を合算した額が1¶000円を超える場
合は、これを1¶000円とする。ただし、平成21年４月29日から中日本高速道路株式会社が
別に定めるところにより適用する。
Ａ Ëの定めにより算出した本割引適用後の料金の額。
Ｂ ãイ）又はロ）の定めにより算出した本割引適用後の料金の額から下記の計算式によ
り算出した額を差し引いた額。
ａＬＲｄｔ＋Ｐｄ
※ただし、上記式において、ａＬＲｄｔ又はＰｄの別に50円未満の端数が生じる場合に
は、24捨25入により、50円単位の端数処理を行うこととする。

~ 上記式においてａ、ｄ、Ｌ、Ｐ、Ｒ及びｔは、それぞれ次の数値を表すものとする。
ａ ：大都市近郊区間のキロ程が100キロメートル以下の場合は１。大都市近郊区間

のキロ程が100キロメートルを超える場合は、25を大都市近郊区間のキロ程（単
位：キロメートル）で除し0•75を加算した値。

ｄ ：本割引適用後の料金の額をãイ）の定めにより算出した場合は0•5。本割引適
用後の料金の額をãロ）の定めにより算出した場合は0•7。

Ｌ ：大都市近郊区間のキロ程（単位：キロメートル）
Ｐ ：別添６のうちＢ又はＣに掲げる高速道路の料金の額（単位：円）
Ｒ ：大都市近郊区間の１キロメートル当たりの料金の額（単位：円）
ｔ ：1•05（消費税及び地方消費税の転嫁）

ハ 複数経路の場合の料金算定の特例
甲インターチェンジから乙インターチェンジまでの相互間に経路が複数ある場合について
の本割引適用後の料金の額は、複数経路のうち最も短い経路のキロ程と他の経路のキロ程を
比べ２倍を超える経路を走行した場合には、当該経路についてロËからãの定めにより算出
した額とし、２倍以内の経路を走行した場合には各経路毎に算出した額のうち最も低い額と
する。
ニ 適用する期間
平成21年３月28日から平成26年３月31日までとする。

ホ その他
高速国道等の特定区間における集中工事等を実施するにあたり、貸付料の支払いに支障の
ない範囲内で、交通の分散等を目的として新たに乗り継ぎ特例を定める場合には、割引を行
う自動車及び適用する期間等について、事前に当社から国土交通省に届け出るものとする。
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